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1． は じ め に
表
一 1　 地下関連用語 （英語） と背景 の 年表

年 　代 用 語 ！ 用語の 意味 と背景

　現在 ， 国内外 の 各界で 『地下空間利用』 が語 られ

て い る
。

　我が国で は ， 翻訳 の 際 に使用 され た 漢字が生み出

す漠然 と し た包括的な感覚を ， そ の ま ま受け入れ て
’

い る こ とが多 く， 表現 され た言葉の 内容が不明 り ょ

うで あっ た り，概念 が あ い まい なまま に導入 し使用

して い る こ とが あ る 。

　 したが っ て ， 地下利用 の 発展 に は技術用語 の 適正

化 と地下空間の 正 し い 認識が必要 で あ り， そ の た め

に は 関連用語 の 歴史 を知 っ て お くこ とが大切 で ある

と考 え た 。

　そ こ で ， 科学 ・ 技術 の 源流を継承 し ， 昨今の 学術
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い

研究 の 発表 に多 く使用 され て い る英語 の 語彙 を基に

し て ， 時代 の 経過 によ る文明や社会 の 要望 の 変化 と

地下利用関連用語 の関係 を調べ て み る こ とに し た 。

　2． 用語の 変遷

　全関係者が地下空 間利用 を同
一

の 概念で 把握 し て

い る わ け で は な い
。 著者 ら の 表現 し よ う とす る概念

と読者 の 理 解す る 内容 の 差異は ， 西洋で よ P我が国

の 方 が大 き くな る 。 い ま ， 地下空間に 関す る用語 の

変遷 をみ る た め に は，論理 性 と記述の 正確度 が比較

的高 く， さ らに
， 使用頻度 の 多い 英米語が適切 と考

えた 。 そ こ で ， そ れ らの 用語を辞書
1）・2）

と シ ソー
ラ

ス
3＞

か ら選出 し ， そ の 意味 の 時代的な変遷 を表一 1

に ま とめ た 。 そ の 内容 は 次 の よ うに要約で き る 。 中

世 の 西欧に は特 に 目新 し い 分野 の 地下利用は 見 られ

な い が
， ワ イ ン 等 の 食料品貯蔵を主 と し た地下利用

を普及 させ て きた。

　十 字軍 の エ ル サ レ ム 開放 へ の 遠征 （11世紀か ら13

世紀後半 に 至 る ま で 7 回） を通 じ て ， 西欧人 は ア ラ

ビ ア人 か ら火薬 の 使用 を知 っ た。火薬 は軍事的使用

の み な らず地 下 へ の 接近 を容易 に し ， 新 し い 地下関
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4｝“G）

　（a＞＜adjective （形容詞），（n）くnoun （名詞），　 cくcentury （世

　紀），ca ＜Circa［L コ＝ about （約），　 bくbefore（以前），　 a 〈 after

　 （以 降）

連用語が集中して こ の ル ネ ッ サ ン ス と い う変革時期

に 出現す る 。

　17世紀頃の 西欧では エ ネル ギーと農地開拓 の た め

に森林 が減少 し ， 不足す る エ ネ ル ギー
問題 は 石 炭 の

利用 に よ り解決 で き た 。 こ れ は 蒸気機関の 発明 と産

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 49

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
一Electronlc 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

ひ ろ ば

表
一 2　 地下関連用語 （英語） の 語幹 と語源

語 幹 語 源 意 　味

sub ・　　　　　　　　　 sub ・［L］

geo ・　　　　　　　　 geo ・［Gk ］

under −　　　　　　　　 infra．［L亅，（adha ［SKr 】

ground 　　　　　　 grunt ［OHGI

surface 　　　　　　　　 super ［L】十 facia【L 】

space 　　　　　　　　　 spatium ［L］

terra　　　　　　　　　
』
terra［L 】

earth 　　　　　　　　 eralGk ］，（erda ［OHGD

cave ，　cavem ，　cavity 　 cavus ［L｝，　kolles［GkJ
tl皿 nel 　　　　　　 tunna 〔L］， （tonn ［MirD

front　　　　　　　　 frontem［L ］

に

の

に

面

面

問

地

地

洞

道

面

　

地

下

大

下

地

表

空

大

大

空

隧

前

（＊）　L〈Latin，　Gk 〈Greek，　Mlr くMiddle　Irish，　SKr 〈Saint．

　 Script，　OHG 〈Old　Highland　Germany

業 革命への 端緒を与 え，都市への 人 口集中を促す と

ともに ， 地下に 関す る新造語 を生 ん だ
。 蒸気機関車 ，

石 油を利用 す る 内燃機関 とダイ ナ マ イ トの ．発明は ，

地 下利用 を
一

層促進 させ た。

　歴史的に特記 され る よ うな技術 の 長足 の 進歩は ，

地 下 に 関す る新しい 用語 に も明 り ょ うに表れ て い る。

　米国土木学会 （ASCE ）
7）

，
　 Guinnee （ギ ニ ー）

e）
，

Pergamon （パ
ーガ モ ン）

9）
や GoLany （ゴ ラ ニ

ー）
lo）

らが ， 地 下空間関連 の 新造語 を駆使して い る の は ，

現代が地下空間利用 の変革期 に あた っ て い る こ とを

示唆 し て い る の で あ ろ うe

3．　 地下 空間に かか わる 用語

　新 し い 科学技術用語は ， ラ テ ン 語や ギ リ シ ァ語起

源 の 用語 を組合わ せ て 造 る こ と が多 い 。 そ こ で ， 今

日使われ て い る 関連用語 （英語 ） の 語 幹の い くつ か

を語源 と ともに表一2 に示す 。

　最近 ， 我が国 で は ジ オ ・フ ロ ン ト とか ジ オ ・ス ペ

ー ス とい っ た用語 を見 る こ とが あ る 。
い ず れ も新造

語 で あ る が，英文論文 で使 われ て い る こ ともあ る 。

前者は ， 地下開発とか利用を前向きに イ メ
ージ し て

50

用 い られ て い る よ うで あ り，後者は 地下空間そ の も

の に用 い られて い る よ うで ある 。
い ずれ も Webster

や Oxfordの 英語辞典 に は記載 され て い な い が ， 最

近 の 地下空間 ・利用に 関す る関心 の 高 さを物語 っ て

い る もの と思われ る 。

　未来 の 発展 を含 めた地下利用を考察する ため に ，

『地表面下 に あ る空間』 とし て 『地下 （空間）』 を ，

『地下 空間 自体お よ び 空間に 存在する 物質とそ の 性

状 ・環境の 利用』 と し て 『地 下利用』 を定義す る の

が分か りやす い もの と思 う。 こ れ は ， 同様な概念を

保有す る
『underground 　space 』 や

『subsurface 　use 』

な る英単語 が今 目最も標準的 で あ ろ う。
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